
シイタケ栽培技術

1. ホダ付率とホダ化の実態

シイタケ栽培は、ホダ付率を重視します。ホダ

付率の違いによる収穫率は表-1のように 100% 

と80%のホダ付率では収穫率において乾シイタケ

重量で原木重量の 1%の差が生じます。

数字的に見ると 1~ぢという数字は、あまり気に

ならない数字ですが、きのと基本計画に示した乾

シイタケのホダ木 l代 1本当りの収量 102gをホダ

付率 100必とするとホダ付率80%では 61.2gで、

ホダ付率 100労の収量の 60~ぢになります。

乙れを 1，000本当りで見ると実iζ40kgの差が生

じる乙とからホダ付率は重要な問題点です。

ホ夕、イ七の実態については、当所の 58年度業務報

告書で表-2のように報告しています。

表-1 ほだ付率と収量予想 (国立林業試験場温水技官調)

収穫

表-2 新主要品種の地域・品種別、平均種菌活着・ほだ化状態の傾向 (長野県林指、斉瀬・篠原)

原木状態
植薗
種菌活着 1 lま だ化状態 ほだ場環境

区 記
生
採伐期
樹
平均径

c土，

着不活
表 面木口断面 中央断面 標 方 上 平気

分 号 産 期時 全7c 

推茸雑菌 l推茸雑菌型 齢 着 推茸雑菌 苦I司言 位 木 均温

年 cm 9ぢ % 9彰 9ぢ % 予彰 9杉 9杉 ロ1
。C

l上 ~ A 自己 ~ 20 7.5 4中 91 O 91 3 64 4 64 2 920 南東 アカマツ 20 
B 購入 11上 20 6.8 4上 90 O 95 3 76 2 67 3 350 西 カラマツ 23 

C " 
11- 15 
12 
7.1 " 97 O 80 3 57 46 700 東 アカマツ 21 

地 D " " -25 7.2 3下 93 O 85 11 57 13 48 6 740 平 " 22 

域 E 自己 10上 25 7.3 4上 88 4 95 2 84 3 85 2 750 北 広 22 

53IJ F 日に， 12中 20 6.8 5中 96 O 79 19 53 22 50 13 88011南西 ス ギ 21 

G ，円切' 10下 -23 8.6 』下 100 O 97 2 73 4 69 3 回0南東c1-ギ・ヒノキ 20 

H " " -40 8.6 4上 100 O 94 6 37 5 42 3 900 南 スギほか 19 

購入 l中 22 6.8 3下 95 2 84 10 63 5 55 3 710 平 カラマツ 21 ~ 
平均 7.4 94 89 7 63 7 58 4 

11 7.2 100 O 93 5 70 7 65 4 

12 7.0 97 O 90 5 67 7 62 4 

13 7.9 98 O 95 3 63 4 61 3 
o 
ロロ
21 7.0 83 3 76 11 51 11 48 6 

種
22 7.0 97 O 88 4 68 6 59 3 

53IJ 
23 7.9 99 O 94 4 66 5 67 3 

31 7.0 99 O 87 16 74 5 64 3 

32 7.0 75 4 85 6 58 5 51 5 

参考事項 樹旨16品種平均 6.8 95 84 8 65 6 59 4 

闘 。コナラ原木。槌薗は原木直径cm数の 1/2 ~IJ 、 1 ~IJ 4 -5個所。植菌孔の深さ 3.5cm。
。平均気温は 5-9月の週間最高低気温の平均値。
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期は積雪寒冷であるととから ①シイタケ菌糸の

伸長期間が短かくホダ化のための積算温度が不足

する。 ②伐採原木が冬期雪積下iζおかれるため、

水抜け枯死が進まず菌糸の伸長に影響を与えるな

どホダ木作りには困難な環境におかれています。

死物寄生菌であるシイタケ菌糸を伸長させるた

めには、植菌時までに原木材組織が死滅していな

ければならない乙とは表-3でよくわかります。

乙れは、その年の気象や、地域によってホダ場

の環境も異なる等、条件の違いはありますが、表

面のホダ付率K比べて断面のホダ化が遅れ、とく

に中央部断面のホダ化が悪い乙とがよくわかりま

す。

2. ホダ化促進の手段

本県のシイタケ栽培に関与する気象条件は、一

部の地域を除き、年聞を通じ冷涼で乾くとと、冬

原木材組織の生死とシイタケ菌糸の生長(日本きのこセンター菌茸研小松他)

品種 樹 種
材の死滅処理原木 無 処 理 原 木

含水量 シイタケ菌糸の生長 含水量 シイタケ菌糸の生長

241 コ ナ フ 39-42(%) 100-105 (ffim) 39-40(労) ]2-37 (mm) 
ク ヌ ギ 39-40 100 -105 39-42 6 -12 

358 
コ ナ フ 39 -42 93 -105 39-40 10-27 
ク ヌ ギ 38 -41 95 -105 39-41 12-21 

114 
コ ナ フ 羽 -41 97 -105 39-40 11-27 
ク ヌ ギ 38 -41 97 -105 39-42 11-21 

514 
コ ナ フ 38-40 100< 39-42 17-30 
ヌ ギ 羽 -42 100 -104 39-41 15"": 22 

表-3

25・C、12日間培養。材の死滅処理は高圧温熱または薬剤による。
無処理は伐採直後玉切ったままの状態。

回

けの状態を調査したと乙ろ、図-2のように伐採

直後直ちに玉切ったものよりも、葉枯らし後に玉

切った方が辺材、心材とも水抜けが促されていま

す。

乙のととから、緑葉が水抜けの重要な役割りを

はたすため黄葉の初期に伐倒して葉枯らしを行な

いたいものです。

冬期原木の管理2) 

乙の原木材組織の死滅は水抜けによって行われ

ますが、乙の水抜き技術と併せて冬期の原木管理

や、早期に植菌を行なうことが、乙れからのシイ

タケ栽培のポイン卜になります。

1) 原木の適期伐採と葉枯らし

原木の伐採時期の違いによる含水率の変化につ

いては図-1のように報告されていますが、今後

増加すると思われるミズナラの原木Kついて水抜
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A…・ー 10月中旬伐倒、緑葉をつけたまま現地放置
B.…..10月中旬伐倒、玉切り、井ゲタ積
C …..11月下旬落葉後伐倒、玉切り、井ゲタ積
D …… 4月上旬伐倒玉切り
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(辺材部) (心材部)

三ご¥ 宮、て之¥
¥¥品

、、‘4

叩L
1/10 3/3 3/31 1/10 3/3 3/31 

凶使用樹種 ミズナラ 30年生
。-0は10/15伐採、玉切

}冬期間非凍結処理による
ムームは 10/15伐倒、 12/1玉切

図-2 ミズナラ原木の含水率の変化(長野県林指 一ノ瀬)

玉切った原木は植菌する場所まで搬出して暖か

く通風の良い方法で管理して水抜けを促します。

表-4のように原木の保管方法の違いによって

も菌糸の伸長は異なるととから、冬期積雪下で凍

結させない乙ともホダ化のポイン卜です。

3) 早期植菌の励行

シイタケ菌糸がまん延するための積算温度が不

足する本県では、ソメイヨシノザクラが開花する

頃には菌糸が伸長を始められるようにできるだけ

早自に植菌を行ないます。

早期植菌の効果については図ー 3のように報告

されているので、本県でも励行したいものです。

乙の場合、原木は葉枯らしを十分lζ行ったのち玉

切ったものを用いる乙とが肝要であり、植薗直後

の種菌活着期間は、 5-100C前後の保温管理で早

期活着を促し、その後は、つとめて原木の凍結を

避けるような管理が理想的です。

本県のシイタケ栽培では、ホダ付率を高めるこ

とができれば、生産量を 2割以上増大するととが

できます。

乙のために、原木の手当を早自に行ない適期κ

伐採し、葉枯しをした原木を使用し早期に植菌す

る乙とが必要です。

表-4 原木伐採後の状態とほだ付き状況及び含水率の経時変化(長野県林指・斉藤・篠原)

ほだ木中央種駒左右20cm部
分のシイタケ菌糸ほだ付き

試験区 横断面 辺材含水率の経時変化

表面
両木口

縦断面

種菌部
平均

cId col col cId % 
① 現地凍結処理 124 6 2 55 

@現地積雪下 165 6 2 56 
30③-ー~一一 一一

処 理 20 

@ 非当林凍指結土処室理内 232 8 5 89 11下 5下 12下
月旬

回 (1)11月下旬伐採直後玉切り、 5月下旬植菌 (2)現地は標高1.150m位 (3) 樹種コナラ
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早植の効果(135)
g 

5，000・F一一一一一一一一・-ー一一-

収

量 4，000寸一一一一一一一ー一--..・ E・-←一一一一一一一一-一一一一一一一一
r、
ほ
だ
木 3，000ド一一一-
100 
本

す 2.000一一一一一一一一一

1，000十一一一一一ー一一一一-+-一一←ーーー一一一一一一一----.....-一一一-

。 発
生
数

12月上旬

乾

重

発
生
数

3月下旬

乾

重

植菌 時期 収 量 収 E主主豆主

発 生数 923.57 g 
12月上旬 生 重 39，410.7 

乾 重 4，157.14 

発生数 418.82 
3月下旬 生 重 19.547.1 

乾 重 2，170.59 

※当、ホダ木は、発生2年目の春子の収量(1年のみ)
※試験地鳥取県

図-3 ① 植菌時期と発生収量(日本きのとセンター菌茸研 大平ほか)

ナメコ用培地組成の検討

昭和40年代にナメコのオガクズ栽培が導入され

てから生産量は順調に伸びてきましたが、価格的

には 52年 (899円/kg)をピークに乙れ以降はほ

ぼ横這いという経営的にかなり厳しい状況が続い

ています。

また、本県では空調施設を利用した周年栽培が

生産の過半数を占めるに至り、高投資、大量生産

を基調とした経営が進んでいて、栽培期間の短縮

化、単位当り収量の増加、あるいは諸経費の削減

といったコストダウン対策が強く求められていま

す。

今回は、乙れら対策のうち、培地組成に係わる

最近の結果についてとりまとめました。

1. 周年栽培実態調査

59年iζ東北信地域の一部の栽培者を調査した

結果、 800ccヒポンでは培養が200C前後で平均75日、
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